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要旨：本研究の目的は，子育て支援活動を通して，製作と造形遊びに着目し，身近なもの，廃材を用
いた家庭での親子の遊びにつながる造形表現とはどのようなものであるか，明らかにすることであ
る。
　これまでの学生たちの気づきや問いから，終わりの見えないコロナウイルス感染拡大のため，外
出を控え，家庭で過ごさざるを得ない子どもや子育て家庭に対して，本学の学生とともに，領域「表
現」の視点から，新たな取り組みができるのではないかと考え，実践研究を行うことにした。「親子
で遊ぼうin IPU〜夏祭り編〜」は，本学第１キャンパスにて令和３年７月22日，幼児と保護者を対象
に造形表現の活動を中心に実施した。本稿は，筆者らが実施した子育て支援活動を通して，製作と造
形遊びに着目し，廃材を用いた親子の遊びにつながる幼児の造形表現について報告する。
キーワード：保育内容（造形表現），保育教材，製作，親子遊び，子育て支援
Keywords：�Children expression, Educational material, Artistic play activities, Parents and child’s 
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Ⅰ．研究の背景と目的　

　世界的に感染が広がる新型コロナウイルスのため，
2019年４月，緊急事態宣言が日本全国に拡大され，各
地で幼稚園・保育所から大学まで休園・休校が続い

た。感染拡大防止のため，不要不急の外出や移動の自
粛が要請された。人々は外出を控え，自宅で過ごす時
間が増えた。それは幼稚園や保育所等に通う子どもた
ちも同様，自宅で過ごす時間が増え，休園・休校の延
長に伴い，子どもと保護者の距離が物理的に以前より



も近くなった。
　そのような中，今，泣きやまない子どもや忙しい時
にスマートフォンやタブレットを与える「スマホ育
児」が問題となっている。実際，幼児期の子どもが親
戚にいる学生も，親戚の子どもと過ごす中で，大人が
スマホやタブレットについつい頼ってしまっているこ
とを指摘していた。このような学生の気づきや問い
から，終わりの見えないコロナウイルス感染拡大のた
め，外出を控え，家庭で過ごさざるを得ない子どもや
子育て家庭に対して，本学の学生とともに，領域「表
現」の視点から，新たな取り組みができるのではない
かと考え，実践研究を行うことにした。
　岡山県では大学等が有する知的資源，人的資源やそ
のネットワーク，施設等を活用して行う，協働による
地域ぐるみの子育て支援の取組を「おかやま子育てカ
レッジ」に指定し，その活動を促進する事業を行って
いる。本学の「子育て支援プロジェクト・IPU」も，
平成21年７月より実行委員会として「おかやま子育て
カレッジ」の指定をうけ，本学の特徴を生かした活動
を展開してきた。今年度は，社会情勢を鑑みて，ゼミ
ナールにて幼児のみを対象とした，地域限定の少人数
制の子育て支援を企画した。
　本研究では，子育て支援を通して，製作と造形遊び
に着目し，身近なもの，廃材を用いた家庭での親子の
遊びにつながる造形表現とはどのようなものである
か，明らかにすることを目的とする。

Ⅱ．研究の方法

　本研究の目的を踏まえて，令和３年７月22日（木・
祝）にはゼミ企画の子育て支援「親子で遊ぼう in 
IPU～夏祭り編～」として，幼児と保護者を対象に造
形活動を行った。

　イベント名：親子で遊ぼう in IPU～夏祭り編～
　（授業「ゼミナールⅡ」にて企画した子育て支援活
動）
　日　程：令和３年７月22日（木・祝）10:00～11:30
　場　所：�環太平洋大学第１キャンパス 

教育棟２階 図画工作室 講義室５
　企画者：�大学生16人（３年生11人，４年生５人） 

教員１人
　参加者：親子６組（子ども10人，保護者９人）　

　開催時期が夏であったが，コロナ禍の影響で地域活

動（イベント）等の中止や延期となる中，子育て家庭
に楽しんでもらえるようイベント名を「親子で遊ぼう
in IPU～夏祭り編～」にした。時間は朝10時から11時
半までの１時間半，場所は本学第１キャンパス教育棟
２階図画工作室と講義室５との２教室で実施した。幼
児を対象とし，定員は親子８組，地域限定の少人数制
で，親子の遊びにつながる造形活動を行った。活動内
容は，製作をストロー花火と浮沈子，造形遊びを輪投
げと魚釣りにした。製作グループ（ストロー花火，浮
沈子）と造形遊びグループ（輪投げ，魚釣り）に分け
て，親子で遊ぶ子どもの姿を観察し，実践後は参加の
保護者に対してアンケート調査と聞き取り調査を実施
した。

Ⅲ．研究の結果

１．製作と造形遊びの実践　

　開催時間になったら学生は子どもたちにイベントで
はどのような造形表現の遊びをするのかを伝え，保護
者にも子育て支援活動の流れを分かるように伝えた。
はじめの挨拶の後，２グループに子どもを分け，スト
ロー花火と浮沈子の製作を行ってから，輪投げと魚釣
りの造形遊びに移動を促した。親子の遊びにつながる
造形表現をテーマにした企画のため，製作の説明後は
親子間で楽しめることを心掛けて声かけを行った。

（１）ストロー花火

準備物：ストロー，紙皿，絵の具，画用紙

　ストロースタンプで花火を描く製作では，ストロー
の片方をタコ足のようにハサミで切り込みを入れ，ひ
らき，ストローに絵の具をたっぷりつけ画用紙にスタ
ンプをする。子どもの好きな色を思い思いにスタンプ
し，自分なりの花火を表現する。あらかじめ準備して
いなかった色は，その場で学生が絵の具を混色して用
意し，子どもがわくわくする花火を表現できるよう支
援した。絵の具にはじめて触れる子どもなど，造形表
現のこれまでの経験も様々であり，感じたことや考え
たことを，保護者とともにのびのびと表現することを
心掛けた。大人が子どもに求める完璧な作品作りをす
るのではなく，子どもたちが自由に描いたり，作った
りすることを楽しめるよう，親子の活動を見守り，援
助を少し行うのが良いと感じた。

9898



写真１　ストロー花火の製作（出典：後藤ゼミ）

（２）浮沈子

準備物：�ペットボトル，透明ファイル，ストロー，ク
リップ，シール，油性ペン

　浮沈子は，容器（ペットボトル）を手で力を入れて
押したり，力を緩めたりすることで，容器の中にある
重りが浮いたり沈んだりする，圧力と浮力の関係を活
用した玩具である。子どもは，透明ファイルをペッ
トボトルの飲み口サイズ（直径28mm）に切ったもの
に，シールを貼ったり絵を描いたりして，容器の中の
重りを作り，ペットボトルの側面に油性ペン等で装飾
をする。自分の好きなものをペットボトルに描くこと
ができ，楽しそうな姿も多く見られた。完成した浮沈
子で遊んでいる姿を見ると，容器が想定よりも硬い種
類があり，子どもが力を入れて押すには難しいペット
ボトルもあった。事前の教材研究で想定していたが予
想以上であり，教材研究の重要性をより一層感じた。

写真２　親子で浮沈子の製作を楽しむ姿
（出典：後藤ゼミ）

（３）輪投げ

準備物：�お菓子の空き箱，ペットボトル，新聞紙，段
ボール，画用紙，絵の具，セロハンテープ，

ビニールテープ，ペン

　輪投げは，空き箱の的を２か所，得点の付いたペッ
トボトルの的を１か所，計３か所の輪投げのブースに
分け，参加者が密集・密接を避けるよう環境構成の工
夫をした。身近な廃材であるお菓子の空き箱やペット
ボトル，新聞紙等を学生同士で協力して収集し，あら
かじめ学生が輪投げ作りをした。輪投げの輪は，新聞
紙を端から棒状に丸め，巻き終わったら新聞紙を輪の
形にし，端と端をセロハンテープで留め，輪をビニー
ルテープで巻きつけた。ペットボトルの的は移動可能
であるため，子どもや保護者とコミュニケーションを
とりながら，一人一人に応じて的の位置を移動するこ
とで，より楽しんでいる姿が見られた。身近なお菓子
の箱や得点を用いたことにより，子どもの興味を伸ば
すことができた。輪を投げて遊ぶため，参加者同士の
距離をしっかり確認することが大切だと感じた。

写真３　ペットボトルの輪投げ（出典：後藤ゼミ）

（４）魚釣り

準備物：�段ボール，紐，ペン，新聞紙，テープ，磁
石，ビニールシート

　魚釣りでは，子どもたちが魚の名前をよく知ってい
ることもあり盛り上がっていた。輪投げと同様，あら
かじめ学生が魚釣りを作った。コミュニケーションを
とりながら，魚に興味や関心を深めたようであった。
魚は切り身で泳いでいると思っている子どもがいると
聞いたことがあり，よい体験だと考える。魚釣り遊び
は，竿の長さや魚の大きさ，釣り竿の磁石等，より楽
しめるように工夫した。
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写真４　ビニールシートに浮かぶ段ボールの魚釣り
（出典：後藤ゼミ）

２．保護者のアンケート

　実践後，お帰りの際に参加の保護者に，廃材を用い
た造形表現についてアンケート調査を行った。結果は
以下のとおりである。

【ご自宅で身近な廃材を使った製作をされますか】
・（家庭で廃材を使った製作は）していないです。
・ままごとの食材や食器。
・�新聞紙や広告などを細かくちぎり，バラまいて遊

ぶ。
・ペットボトル，ラップの芯など。
・段ボールでいろいろ作りたがります。

【製作遊びで気が付かれた点をお教えください】
・�こういった製作遊びの機会をもっと与えるべきだと

感じました。
・�絵の具を使ったのが初めてだったので，楽しそうで

した。家でも工夫して遊ぼうと思います。
・�子どもには（浮沈子の）ペットボトルを押す力が弱

く，少し難しかったようでした。
・�魚釣り（造形遊び）の釣り糸が少し長く感じまし

た。
・楽しく遊べました。ありがとうございました。

Ⅳ．まとめと考察

　「親子で遊ぼう in IPU～夏祭り編～」の終わり，挨
拶の際に，参加の子どもたちにイベントの感想を聞く
と「楽しかった」「またしたい」という声が上がった。
企画・実践した学生たちは，子どもの声を聴き，イベ
ントが成功したという安心感や満足感，達成感を得る
ことができた。

写真５　「親子で遊ぼう in IPU～夏祭り編～」企画学生
（出典：後藤ゼミ）

　イベント開催の一週間後に実施した聞き取り調査で
は，「帰宅後，作品（ストロー花火）を冷蔵庫に飾っ
ている。作品やイベントを振り返り，親子間のコミュ
ニケーションの機会となっている」「作品（浮沈子）
を持ち帰ったが，数日後に浮沈子のクリップ（鉄）が
錆びたため，ペットボトルの中からクリップを外し，
ビーズに交換して遊んでいる」等の意見があった。聞
き取り調査から，子どもは自分が作ったものに興味や
関心を持ち，製作した作品の中身を変えるといった
ように，家庭で遊びを発展させていっているというこ
とが分かった。子どもたちは，保護者とともに自分が
作ったものに親しみを持ち，輪投げや魚釣りの造形遊
びより，ストロー花火や浮沈子の製作のほうが，興味
や関心をより持ち続けていることが分かった。
　本研究の目的は，製作と造形遊びに着目し，身近な
物を用いた家庭での親子の遊びにつながる造形表現に
ついて明らかにすることである。アンケートや聞き取
り調査からも，子育て支援を通して，身近なもの，廃
材を用いた家庭で手軽に実践できる楽しい遊びを提供
することは達成できたと考える。大学での子育て支援
が，家庭での遊びのきっかけを作り，親子が共同して
楽しめる遊びを提供する意義を感じた。家庭での親子
の遊びを提供し，親子間のコミュニケーションを深め
る機会となったと考えられる。保育者らにとっても，
紙コップや紙皿を使って子どもにおもちゃ制作をさせ
ることはあっても，廃材と廃材を組み合わせて制作さ
せる経験はないと述べている（中島 2020）。家庭で身
近なもの，手軽に手に入る廃材を用いて製作をするこ
とは，家庭での親子の遊びにつながる。親子のコミュ
ニケーションを通して，製作の創意工夫をすること
で，さらに子どもの遊びが発展し，展開していくと考
える。
　今日の新たな状況をたどり，造形表現の可能性につ
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いて検討していきたい。
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